








　鳥取県においては,昭和 48 年 7 月以降,県環境衛生部長,健康対策課長,県立

中央病院長,鳥取大学医学部,県下 6 病院の産科小児医師,保健所予防課長およ

び保健婦が定期的に会合をもち,母子の疾病構造の地域特性,およびその把握の

システムについて研究,連絡の話し合いを実施してきた。


